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され、意思決定に至りにくく、(1) "-' (3) の特徴が未決定をもたらすと考えられた。そして、こ
れらの知見にに基づいて介入・支援のあり方が提言された。
進路未決定を「一定の時期までに職業・進路の意思決定を行えない、または行わないこと」と
とらえる点に本研究の特徴があり、それによって、大学生一般の進路未決定の問題を解明するこ
とに成功している。未決定を、卒業延期をするほどの慢性的な「謬着型」と来談に至らないが意
思決定が進まない「途上型」に分類し、未決定のメカニズムを明らかにしたこと、決定者・未決
定者の分析を通して決定の質の問題を検討し、「時間が来れば誰でも決める」という決定の中にあ
る問題性を指摘したこと、望ましい決定のあり方とその支援の方策を示したこと、さらには職業・
進路決定と青年期のキャリア形成、人格発達との関連を示したことは、本研究の教育心理学研究
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への大きな貢献といえる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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